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一

宋
代
の
私
撰
類
書
と
白
居
易
の
散
逸
詩
文

宋
代
類
書
、
特
に
商
業
目
的
で
盛
ん
に
出
版
さ
れ
た
南
宋
の
私
撰
類
書
は
、
確
か
に
体
例
が
雑
然
と
し
、
し
か
も
重
版
の
た
び
に
書

肆
に
よ
る
恣
意
的
な
改
編
が
加
え
ら
れ
、
所
載
テ
キ
ス
ト
の
信
憑
性
に
著
し
く
欠
け
る
な
ど
、
様
々
な
欠
点
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か

し
一
方
、
そ
の
本
文
に
博
く
引
用
さ
れ
た
文
献
資
料
の
中
に
、
す
で
に
他
の
書
籍
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
数
多
く
の
散
佚
詩
文

が
残
さ
れ
て
い
る
一
面
も
あ
る
。
そ
の
詩
文
補
遺
に
対
し
て
、
一
貫
し
て
宋
代
私
撰
類
書
の
使
用
に
慎
重
な
態
度
を
示
し
て
い
る

『

四

庫
全
書
総
目
提
要』

も
、
特
に

『

海
録
碎
事』

・『
錦
繍
万
花
谷』

・『

古
今
事
文
類
聚』

・『

全
芳
備
祖』

に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
高

い
評
価
を
下
し
て
い
る

(

１)

(

文
中
の
波
線
は
引
用
者
に
よ
る
、
下
同)

。

①

其
徴�
繁
富
、
軼
聞
瑣
事
、
往
往
而
在
。
頗
足
以
資
考
證
。(

其
れ
徴�
繁
富
に
し
て
、
軼
聞
瑣
事
、
往
々
に
し
て
在
り
。

頗
る
以
て
考
証
に
資
す
る
に
足
る)

(

葉
廷
珪
撰

『

海
録
碎
事』)

②

特
其
中
久
經
散
佚
之
書
、
如

『

職
林』

・『

郡
閣
雅
談』

・『
雅
言
系
述』

・『

雲
林
異
景
記』

之
類
、
頗
頼
此
以
存
崖
略
。
又
毎

類
後
、
用

『

藝
文
類
聚』

例
、
附
録
詩
篇
、
亦
頗
多
逸
章�
什
、
爲
他
本
所
不
載
。
略
其
煩
蕪
、�
其
精
粹
、
未
嘗
不
足
爲

考
證
之
資
也
。(

特た
だ

其
の
中
久
し
く
散
佚
を
経
た
る
の
書
、『

職
林』
・『

郡
閣
雅
談』

・『

雅
言
系
述』

・『

雲
林
異
景
記』

の
如

き
の
類
は
、
頗
る
此
に
頼
り
て
以
て
崖
略
を
存
す
。
又
毎
類
の
後
、『
芸
文
類
聚』

の
例
を
用
ひ
て
、
詩
篇
を
附
録
す
。
亦

た
頗
る
逸
章�
什
多
く
、
他
本
の
載
せ
ざ
る
所
と
為
る
。
其
の
煩
蕪
を
略
し
て
、
其
の
精
粋
を�
す
れ
ば
、
未
だ
嘗
て
考
証
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�
�

�

�

の
資
為
る
に
足
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り)

(

無
名
氏
撰

『

錦
繍
万
花
谷』)

③

蓋
沿
用

『

藝
文
類
聚』

・『

初
學
記』

之
體
、
而
略
變
其
例
、
所
載
必
舉
全
文
。
故
前
賢
遺
佚
之
篇
、
間
有
籍
以
足
徴
者
。

(
蓋
し

『

芸
文
類
聚』

・『

初
学
記』

の
体
を
沿
用
し
、
而
も
其
の
例
を
略
変
し
、
載
す
る
所
必
ず
全
文
を
挙
ぐ
。
故
に
前
賢

の
遺
佚
の
篇
、
間
に
籍か

り
て
以
て
徴
す
る
に
足
る
者
有
り)

(

祝
穆
撰

『

古
今
事
文
類
聚』)

④

多
有
他
書
不
載
及
本
集
已
佚
者
、
皆
可
以
資
考
證
焉
。(

多
く
他
書
の
載
せ
ざ
る
、
及
び
本
集
の
已
に
佚
す
る
者
有
り
、
皆

以
て
考
証
に
資
す
べ
し)

(

陳
景
沂『

全
芳
備
祖』)

こ
の
よ
う
に
、
宋
代
類
書
に
は
、
散
佚
し
た
南
宋
以
前
の
筆
記
小
説
を
多
く
引
用
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
唐
や
宋
の
逸
話
や
典
故
を

把
握
す
る
上
で
の
重
要
な
資
料
と
な
る
。
ま
た
、
宋
代
以
前
の
散
佚
詩
文
も
数
多
く
残
存
し
て
い
る
た
め
に
、
輯
佚
資
料
と
し
て
も
大

変
貴
重
で
あ
る
。
か
つ
て
陳
尚
君
氏
が
、『

錦
繍
万
花
谷』

か
ら
白
居
易
の
佚
詩

｢

任
氏
行｣

の
残
句
を
発
見
し
た
こ
と
が
、
ま
さ
に

こ
れ
ら
の
書
物
を
有
効
に
利
用
す
る
好
例
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

(

２)

。
し
か
も
後
に
、
こ
の

｢

任
氏
行｣

詩
は
、『

白
氏
文
集』

の

成
立
経
緯
及
び
白
居
易
の
青
年
時
代
の
行
跡
を
探
る
上
で
の
、
極
め
て
重
要
な
一
作
で
あ
る
こ
と
が
、
近
年
の
静
永
健
氏
の
一
連
の
考

証
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た

(

３)

。

さ
て
、
現
存
す
る『

白
氏
文
集』

の
未
収
録
作
品
に
対
す
る
蒐
集
と
い
え
ば
、
明
代
の
胡
震
亨
や
清
代
の
汪
立
名
に
続
い
て
、
近
年
、

花
房
英
樹
・
顧
学
頡
・
朱
金
城
・
謝
思�
ら
諸
氏
の
努
力
に
よ
っ
て
大
き
な
成
果
を
得
た
こ
と
は
、
今
こ
こ
に
筆
者
が
改
め
て
縷
述
す

る
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
年
に
亘
っ
て
漸
次
完
備
し
つ
つ
あ
る
当
の
補
遺
巻
を
開
い
て
み
れ
ば
、
そ
も
そ
も
宋
代
の
私
撰

類
書
は
蒐
集
の
範
囲
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

(

４)

。
宋
代
類
書
に
記
さ
れ
る
文
献
資
料
の
豊
富
さ
を
考
え
る
と
、

｢

任
氏
行｣

以
外
に
も
、
更
な
る
白
居
易
の
散
佚
作
品
が
散
在
し
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
前
掲
の

四
つ
の
類
書
、
特
に
佚
詩
佚
文
の
府
と
言
わ
れ
て
き
た

『

錦
繍
万
花
谷』

を
中
心
に
調
査
を
行
っ
た
結
果

(

５)

、
発
見
し
た
白
居
易
の
散
佚

詩
文
と
見
ら
れ
る
作
品
に
つ
い
て
考
証
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

宋
代
私
撰
類
書
所
収
の
白
居
易
逸
文
考
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二

『

錦
繍
万
花
谷』

所
収

｢

酥
香｣

故
事
考

淳
煕
十
五
年

(

一
一
八
八)

に
成
立
し
た

『

錦
繍
万
花
谷』

(

現
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
宋
刻
本
、
以
下
宋
刻
本
と
略
す)

前
集
巻

十
七

｢

妓
妾｣
の
部
に

(

６)

、
次
の
よ
う
な
一
連
の
条
文
が
記
さ
れ
て
い
る

(

括
弧
、
▲
▲
印
、
マ
マ
字
は
引
用
者
、
下
同)

。

【
阿
軟
】
元
微
之
到
通
州
、
見
塵マ

マ

間
有
詩
。
落
句
云
、
緑
水
紅
蓮
一
朶
開
、
千
花
萬
草
無
顔
色
。
不
知
何
人
題
也
。
録
此
詞
寄
樂

天
、
乃
樂
天
十
五
年
前
及
第
時
贈
長
安
妓
阿
軟
絶
句
。
故
白
詩
云
、
十
五
年
前
似
夢
遊
、
曾
將
詩
句
結
風
流
。
偶
助
笑

歌
嘲
阿
軟
、
那
知
傳
誦
到
通
州
。

樂▲

天▲

集▲

【
紅
児
】�
州
李
孝
恭
籍
中
有
紅
兒
、
善
肉
聲
。
羅�
挑
之
不
答
、
遂
作
絶
句
百
篇
、
號
比
紅
兒
詩
。

【
眞
眞
】
沈
眞
眞
、
柳
將
軍
愛
妓
也
、
以
贈
鄭
還
古
。

【
愛
愛
】
錢
塘
楊
氏
也
。
爲
張
逞
所
携
。

【
酥
香
】
唐
杜
祕
書
工
於
小
詞
。
隣
翁
有
女
、
小
字
酥
香
。
凡
才
人
所
爲
歌
曲
、
悉
能
諷
之
。
一
夕
、
踰
墻
而
至
、
杜
始
望
不
及

此
。
隣
翁
失
女
所
在
。
後
半
年
、
僕
有
過
、
杜
笞
之
。
竄
而
聞
官
。
杜
流
河
朔
、
臨
行
、
述
永
遇
樂
一
詞
决
別
、
女
持

紙
三
唱
而
死
。

同▲

上▲

こ
こ
で
特
に
注
目
に
価
す
る
の
は
、
各
条
文
の
下
に
施
さ
れ
た
引
書
・
作
者
を
示
す
注

(

▲
▲
印
を
付
し
た
部
分)

で
あ
る
。
前
掲

の

『

文
淵
閣
四
庫
提
要』

に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
実
は
文
溯
閣

『

四
庫
全
書
原
本
提
要』

[

巻
七
二
子
部
類
書
類
一
、
遼

海
書
社]

の
原
文
に
は
、｢

其
れ
各
条
の
下
に
皆
出
処
書
名
を
標
出
す

(

其
于
各
条
下
皆
標
出
處
書
名)｣

と
、
出
典
を
明
記
す
る
こ
と

を

『

錦
繍
万
花
谷』

の
一
大
特
徴
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

さ
て
、
各
条
の
注
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、｢

阿
軟｣

の
本
文
の
下
に
、｢

楽
天
集｣

と
い
う
注
が
見
え
る
。
そ
の
条
文
に
記
さ

れ
て
い
る
長
安
の
妓
女
阿
軟
を
め
ぐ
る
元�
・
白
居
易
の
唱
和
故
事
は
、
現
存
す
る

『

白
氏
文
集』

巻
十
五
に
収
め
る

｢

微
之
到
通
州

日
…｣

詩

(

〇
八
五
三)

の
詩
題
と
詩
に
基
づ
い
て
改
編
し
た
も
の
で
あ
る

(

７)

。
よ
っ
て
、
注
の

｢

楽
天
集｣

は
、
南
宋
初
期
に
流
布
し

た
白
居
易
詩
文
集
の
一
種
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

(

８)

。
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�
さ
ら
に
見
て
い
く
と
、｢

阿
軟｣

に
続
く

｢

紅
児｣

・｢

真
真｣

・｢

愛
愛｣

の
三
文
の
条
下
に
は
何
れ
も
注
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。
た

だ
最
後
の

｢

酥
香｣

条
に

｢

同
上｣

と
い
う
注
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の

｢

同
上｣

は
、
前
注
の

｢

楽
天
集｣

を
指
す
も
の
と
判
断
で
き
る

(

９)

。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
挙
げ
て
い
る
五
つ
の
条
文
は
、
一
見
し
て
す
べ
て

『

錦
繍
万
花
谷』

の
編
纂
者
の
管

見
に
よ
る｢
楽
天
集｣

よ
り
選
出
し
て
概
括
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
残
る｢

紅
児｣

・｢

真
真｣

・｢

愛
愛｣

・｢

酥
香｣

と
い
う
四
つ
の
故
事
は
、
白
居
易
の
逸
文
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
推
定
は
誤
り
で
あ
る
。｢

紅
児｣

条
で
あ
る
が
、
当
該
記
事
は
、
実
は
晩
唐
詩
人
の
羅�(

生
卒
年
不
詳)

の
一

百
首
連
作
の

｢

比
紅
児
詩｣

に
纏
わ
る
逸
話
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
詩
は
計
有
功

『

唐
詩
紀
事』

巻
六
十
九
に
現
存
す
る
。
羅�

が
李
孝
恭
の
幕
僚
に
な
っ
た
の
は
、
広
明
元
年

(

八
八
〇)

以
後
の
出
来
事
で
あ
る

(�)

。
時
に
白
居
易
の
死
後

(

会
昌
五
年

[

八
四
六]

卒)

三
十
数
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
該
条
の
混
入
に
よ
っ
て
、｢

同
上
＝
楽
天
集｣

と
い
う
対
応
関
係
が
崩
壊
し
、『

錦
繍
万
花
谷』

に

挙
が
る
資
料
だ
け
で
は
、｢

阿
軟｣
以
降
の
各
条
の
出
典
を
断
定
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、｢

愛
愛｣

｢

酥
香｣

の
二
つ
の
記
事
は
、
か
つ
て

『

麗
情
集』

に
も
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

(�)

。『

麗
情
集』

は
、
北
宋
初
期
の
文
人
で
あ
る
張
君
房

(
生
卒
年
不
詳
、
景
徳
二
年

[

一
〇
〇
五]

進
士
及
第)

が
、
晩
年
に
古
今
の
愛
情
故
事
を
蒐

集
し
て
出
版
し
た
書
物
で
あ
る

(�)
。
残
念
な
が
ら
原
書
は
す
で
に
散
逸
し
て
お
り
、『

文
苑
英
華』

、『

紺
珠
集』

、『

白
孔
六
帖』

な
ど
の

類
書
に
散
在
す
る
ほ
か
、
た
だ
一
部
の
梗
概
が
南
宋
の
曽
慥
が
編
纂
し
た

『

類
説』

巻
二
十
九

｢

麗
情
集｣

に
纏
め
ら
れ
て
い
る

(�)

。

『

類
説』

の
記
事
を
繙
い
て
見
れ
ば
、｢

愛
愛｣

に
関
す
る
叙
述
は
、『

錦
繍
万
花
谷』

よ
り
や
や
詳
し
い
が
、
原
作
者
を
捜
す
緒
口

は
見
つ
か
ら
な
い

(�)

。
だ
が
、｢

酥
香｣

に
関
す
る
記
述
に
、
そ
の
原
作
者
を
追
跡
す
る
重
要
な
手
掛
か
り
が
あ
る
。

酥
香

杜
祕
書
多
情
多
才
也
、
號
善
小
詞
。
元○

微○

之○

、
所○

謂○

能○

道○

人○

意○

中○

語○

者○

、
信
有
之
也
。
隣
有
富
家
翁
姓
張
氏
、
有
處
子

小
字
酥
香
、
凡
才
人
所
爲
歌
曲
、
悉
皆
諷
之
。
一
夕
踰
垣
而
至
、
杜
疑
爲
怪
。
女
曰
、
兒
乃
隣
家
、
慕
郎
詞
章
、
願
無
棄
也
。

杜
始
望
不
至
此
。
黎
明
徙
居
僻
地
、
富
家
翁
失
女
、
不
敢
自
明
。
後
十マ

マ

年
、
僕
有
過
、
杜
笞
之
。
僕
以
聞
官
、
杜
捕
逮
鞫
實
。

除
籍
、
流
于
河
朔
。
瀕
行
、
述
承
過

マ

マ

樂
一
詞
訣�
。
女
持
紙
三
唱
、
絶�
而
死
。

右
文
に
傍
点
を
附
し
た

｢

元
微
之
、
所
謂
い
わ
ゆ
る

能
く
人
の
意
中
の
語
を
道
ふ
者｣
の
一
文
は
、
元�
の
名
作

｢

鴬
鴬
伝｣

に
関
す
る
最
初

の
敷
衍
作
品
で
あ
る
所
の
南
宋
・
趙
徳
麟

｢

元
微
之
崔
鴬
鴬
商
調
蝶
恋
花
詞｣

(
百
部
叢
書
集
成
本

『

侯
鯖
録』

巻
五)

に
引
用
さ
れ
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た
次
の
一
文
を
想
起
さ
せ
る
。

逍
遥
子
曰
、
樂▲

天▲

謂▲

微○

之○

能○

道○

人○

意○

中○

語○

。

逍
遥
子
に
つ
い
て
は
、
北
宋
初
期
の
潘�(
？
〜
一
〇
〇
九)

の
号
と
さ
れ
る

(�)

。｢

微
之
能
道
人
意
中
語｣

の
一
文
は
、｢

所
謂｣

と

い
う
文
意
と
関
係
な
い
助
詞
を
除
け
ば
、『

類
説』

の

｢

酥
香｣

条
に
傍
点
を
附
し
た
文
章
と
完
全
に
合
致
す
る
。
し
か
も
、
逍
遥
子

の
言
葉
の
中
に
、
こ
の
一
語
を
言
っ
た
の
は
白
楽
天
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
挙
し
た
宋
刻
本
に
示
さ
れ
て
い
る
注
文
の

｢

同
上
〈
同
白
楽
天
集
〉｣

と
も
一
致
す
る
。
さ
ら
に
、
南
宋
の
蔡
戡
の｢

用
前
韻
簡
趙
薛
二
丈｣

(

四
庫
全
書
本『

定
齋
集』

巻
十
八)

詩

｢

暫
得
官
閑
氣
味
清
、
香
閣
寂
寥
謾
隣
女｣

の
一
聯
の
下
に
、｢

杜
秘
書
竊
鄰
女
酥
香
、
後
作
永
遇
樂
訣
別
、
今
所
傳
香○

閣○

寂○

寥○

是

也
。
見
麗
情
集｣

と
い
う
自
注
が
見
え
る
。
こ
の
注
文
に
よ
っ
て
、『

麗
情
集』

に
収
録
し
た

｢

酥
香｣

故
事
に
、｢

永
遇
楽｣

と
い
う

歌
詩
も
附
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
恐
ら
く

｢

長
恨
歌｣

や

｢

鴬
鴬
伝｣

と
同
様
に
、
か
つ
て
中
唐
に
流
行
し
た
歌
伝
体
の
よ
う
な

作
品
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、｢

香
閣
寂
寥｣

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
、
当
時
を
風
靡
し
た
流
行
語
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
白
居
易
が
綴
っ

た

｢

酥
香｣

故
事
が
広
く
伝
播
し
て
、
宋
代
の
人
々
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
自
注
か
ら
見
て
取
れ
る
。

ま
た
、
宋
代
の
類
書
に
お
い
て
、｢

同
上｣
と
注
す
る
場
合
、
直
前
の
条
文
と
同
じ
と
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
複
数
の
条
文
を
含

め
る
時
に
は
、｢

並▲

同
上｣

と
注
記
す
る
場
合
が
一
般
的
で
あ
る
。
実
は
、
宋
刻
本
と
違
う
系
統
で
あ
る
嘉
靖
本

『

錦
繍
万
花
谷』

前

集
巻
十
七
の
当
該
部
分
を
確
認
し
て
み
る
と
、｢
愛
愛｣

と

｢

真
真｣

と
の
二
つ
の
条
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
。
し
か
し
な
ぜ
、
羅�
に
纏
わ
る
逸
話
で
あ
る

｢
紅
児｣
条
が
混
入
さ
れ
た
の
か
。
芳
村
氏
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
成
書
当
時
の

『

錦

繍
万
花
谷』

は
、
わ
ず
か
二
百
二
十
八
門
四
十
巻
し
か
な
か
っ
た
が
、
宋
末
ま
で
約
八
十
年
の
間
に
、
前
・
後
・
続
・
別
の
四
集
一
五

〇
巻
と
い
う
膨
大
な
書
物
に
ま
で
増
多
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。｢

紅
児｣

条
も
、
早
い
時
期
で
の
重
版
の
際
に
混
入
し
た
も

の
で
あ
ろ
う

(�)

。
宋
刻
本
に

｢

同
上｣

と
注
し
た
こ
と
も
、
当
初
、｢
酥
香｣

は

｢

阿
軟｣

の
直
後
に
配
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
宋
代
文
人
に
白
居
易
の
作
と
見
な
さ
れ
て
い
た

｢
酥
香｣

故
事
が
、
一
体
ど
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
作
品
で
あ

る
か
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
る
。
当
該
の
作
品
を
め
ぐ
る
疑
問
は
ま
だ
ま
だ
山
積
す
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
現
段
階
で
こ
れ
以
上
の

追
跡
は
困
難
で
あ
る
。
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三

元
白

｢

八
月
十
四
日
翫
月｣

次
韻
唱
和
詩
考

白
居
易
の

｢
和
微
之
詩
二
十
三
首

並
序｣

の
序
文

(『

白
氏
文
集』

巻
五
二
、
二
二
五
〇)

に
よ
っ
て
、
元
白
二
人
の
唱
和
詩
集

で
あ
る

『

因
継
集』

は
、
大
和
二
年

(

八
二
八)

の
時
点
で
、｢

已
に
十
六
巻
、
凡
そ
千
余
首｣

の
作
品
数
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
、
花
房
英
樹
氏
が
復
元
し
た｢

元
白
唱
和
集｣

に
は
、
元
白
を
併
せ
て
三
百
十
二
首[

白
居
易
一
百
八
十
五
首
・

元�
一
百
二
十
七
首]
し
か
収
め
て
い
な
い

(�)
。
元
白
唱
和
詩
の
大
量
散
逸
は
、
元
白
唱
和
の
実
態
の
究
明
に
限
ら
ず
、
中
唐
唱
和
文
学

の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
に
も
、
大
き
な
支
障
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

か
か
る
現
状
を
踏
ま
え
て
考
慮
す
れ
ば
、
満
足
な
作
品
数
に
欠
け
る
元
白
唱
和
詩
に
と
っ
て
、
残
存
す
る
元
白
唱
和
詩
の
発
見
は
、

た
と
え
片
言
隻
語
と
い
え
ど
も
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
故
に
、
今
回
の
宋
代
私
撰
類
書
に
対
す
る
調
査
に
お
い
て
は
、
筆
者
は
元
白
唱

和
詩
の
蒐
集
に
も
取
り
組
ん
で
み
た
。
結
果
を
先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
僅
か
一
首
で
あ
る
が
、
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
。
即
ち
、『

錦

繍
万
花
谷』

後
集
巻
一

｢

月｣

の
部
に
、
次
の
一
首
の
七
言
絶
句
詩
が
記
さ
れ
て
い
る
。

光
彩�
空
輪
欲
滿

光
彩

空
に�あ

ま
ね
く

輪

満
ち
ん
と
欲
し

青
霄
映
出
皎
雲
端

青
霄
映
出
す

皎
雲
の
端

縱
饒
喚
得
嫦
娥
下

縦
饒

た

と

へ

嫦
娥
の
下
る
を
喚
び
得
る
も

不
許�
人
取
次
看�
人
の
取
次

ず
い
い

に
看
る
を
許
さ
ず

詩
題
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
末
に｢

出
白
楽
天｣

と
い
う
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。｢

月｣

と
い
う
文
字
を
直
接
に
用
い
ず
、｢

輪｣

や

｢

嫦
娥｣

な
ど
の
縁
語
か
ら
、
月
が
輝
く
夜
空
を
詠
じ
て
い
る
詩
で
あ
る
。
ま
た
、｢

欲
満｣

と
い
う
言
葉
か
ら
、
こ
れ
は
満
月
の

十
五
夜
で
は
な
く
、
恐
ら
く
中
秋
節
直
前
の
月
夜
を
賞
嘆
し
た
歌
で
あ
ろ
う
。
末
句
の

｢

取
次｣

と
い
う
言
葉
は
、
唐
代
の
俗
語
で
、

｢

随
意
に
、
気
ま
ま
に｣

の
意
で
あ
り
、
白
居
易
が
頻
用
す
る
俗
語
の
一
つ
で
も
あ
る

(�)
。
注
に
白
居
易
の
詩
作
で
あ
る
と
明
記
し
て
い

る
た
め
に
、
筆
者
は
こ
の
詩
を
即

『

白
氏
文
集』

の
未
収
録
作
品
で
あ
る
と
考
え
た
い
が
、
前
章
に
も
言
及
し
た

『

錦
繍
万
花
谷』

の

複
雑
な
成
書
経
緯
を
考
慮
す
れ
ば
、
や
は
り
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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そ
こ
で
、
中
秋
直
前
の
月
を
詠
じ
る
詩
で
あ
る
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
宋
代
類
書
の

｢

月｣

の
項
目
や
歳
時
記
類
の

｢

中
秋｣

の

部
に
絞
っ
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
宋
代
の
蒲
積
中

(

生
卒
年
不
詳)

が
編
纂
し
た

『

歳
時
雑
詠』

[

四
庫
全
書
本]

巻
三
十

｢

中
秋｣

に

収
め
ら
れ
る
白
居
易
の
詩
群
に
、
詩
題
を

｢

次
韻｣

と
す
る
次
の
一
首
を
発
見
し
た

(�)

。

光
彩�
空
輪
欲
満

青
霄
映
出
皎
雲
端

縱
饒
喚
得�○

娥
下

引○

向○

堂○

前○

子○

細○

看○

こ
の
一
首
は
、
末
句
を
除
い
て
、『

錦
繍
万
花
谷』

所
載
詩
と
ほ
ぼ
合
致
す
る(�
娥
は
嫦
娥
の
別
名)

。
異
文
の
存
在
は
認
め
る
が
、

前
挙
し
た

『

錦
繍
万
花
谷』

に
記
載
し
た
も
の
と
同
一
詩
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
詩
は
白
居
易
の
逸
詩
で
あ
る
と
断

定
で
き
る
。
ま
た
、
該
詩
は

『
全
唐
詩』

と
陳
尚
君

『

全
唐
詩
補
編』

に
も
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、『

全
唐
詩』

補
遺
巻
に
も
入
れ
る

べ
き
一
首
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、『

歳
時
雑
詠』

に
記
さ
れ
る

｢

次
韻｣

と
い
う
詩
題
か
ら
、
こ
の
逸
詩
は
白
居
易
が
あ
る
詩
人
の
作
品
に
応
酬
し
た
和
詩

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
周
知
の
如
く
、
次
韻
と
は
、
既
詠
の
作
品
の
押
韻
字
を
固
定
し
た
ま
ま
、
全
く
新
し
い
詩
を
創
作
す
る
、

中
唐
以
後
生
ま
れ
て
き
た
漢
詩
独
特
の
唱
和
詩
法
で
あ
る
。
そ
の
産
み
の
親
は
、
ま
さ
し
く
白
居
易
と
元�
に
他
な
ら
な
い

(�)

。
現
存
す

る
白
居
易
の
次
韻
唱
和
詩
も
、
そ
の
殆
ど
は
元�
と
の
応
酬
詩
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
元�
集
を
確
認
し
て
み
る
と
、
宋
代
の
洪�(
一
一
一
七
〜
一
一
八
四
、
字
は
景
伯)

が
補
遺
し
た

｢

集
外
詩｣

(『

元�

集』

巻
二
十
六)

に
、
詩
題
を

｢

八
月
十
四
夜
翫
月｣

(
〇
九
八
五)

と
す
る
白
居
易
詩
の
原
唱
と
見
ら
れ
る
作
品
を
発
見
し
た
。

猶
欠
一
宵
輪
未
滿●

猶
お
一
宵
を
欠
け

輪
未
だ
満
ち
ず

紫
霞
紅
襯
碧
雲
端●

紫
霞

紅
に
し
て

碧
雲
の
端
を
襯
す

誰
能
喚
得�
娥
下●

誰
か
能
く�
娥
の
下
る
を
喚
び
得

引
向
堂
前
子
細
看●

堂
前
に
引
き
向
か
ひ

仔
細
に
看
ん
や

詩
の
句
末
字

｢

満
・
端
・
下
・
看｣

は
正
確
に
一
致
す
る
。
前
挙
し
た
白
詩
と
次
韻
唱
和
詩
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、

『

歳
時
雑
詠』

に
記
し
た
白
詩
の
末
句

｢

引
向
堂
前
子
細
看｣

は
元�
詩
の
文
字
が
混
入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
、

『

錦
繍
万
花
谷』

に
記
さ
れ
る
本
文
が
正
し
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
も
判
明
す
る
。

�
�
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�
し
か
も
、
本
集
か
ら
脱
落
し
た
元�
詩
も
、
同
じ
く

『

歳
時
雑
詠』

巻
二
十
九
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
蒲
積
中
は
、
詩
人
の

大
集
で
は
な
く
、
元
白
唱
和
詩
を
書
き
留
め
た
詩
巻
か
ら
直
接
に
こ
の
二
つ
の
詩
を
摘
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ま
ず
、

白
詩
の
詩
題
を

｢

次
韻｣

に
作
る
こ
と
、
こ
れ
は
、
元
来
白
詩
が
元�
詩
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う

(�)

。
ま
た
、
末
句
の

混
同
も
、
抄
写
時
に
両
詩
が
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
生
じ
た
誤
写
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
詩
の
内
容
に
踏
み
込
ん
で
検
討
し
て
み
よ
う
。
中
秋
節
の
前
日
に
、
元�
は
、｢

月
は
ま
だ
円
満
で
は
な
い
が
、
風
情
が

満
ち
溢
れ
て
い
る
。
も
し
誰
か
月
の
仙
女
で
あ
る�
娥
を
呼
ん
で
く
れ
れ
ば
、
今
夜
は
そ
の
美
貌
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
た
い｣

と
詠
じ
、

そ
れ
に
対
し
て
、
白
居
易
は
、｢

た
と
え
誰
か
が�
娥
を
呼
ん
で
く
る
と
し
て
も
、
我
々
の
よ
う
な
人
に
気
軽
に
姿
を
見
せ
る
わ
け
が

な
い
だ
ろ
う｣

と
返
答
し
た
。
こ
の
よ
う
な
冗
談
ま
じ
り
の
唱
和
内
容
か
ら
み
る
と
、
二
人
の
息
の
合
っ
た
即
興
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
白
居
易
と
元�
と
の
二
人
の
経
歴
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
こ
の
唱
和
詩
は
、
永
貞
元
年

(

八
〇
五)

、
二
人
が
吏
部

試
験
に
参
加
す
る
た
め
に
、
一
緒
に
長
安
の
永
崇
里
の
華
陽
観
に
移
り
住
ん
だ
時
期
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
こ
れ
は
、
白

詩
の
中
に
自
ら

｢

閑
人｣

と
称
し
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る

(�)
。

四

宋
代
類
書
所
見
の
白
居
易
逸
句

前
文
に
お
い
て
は
、『

錦
繍
万
花
谷』

に
収
録
さ
れ
た
白
居
易
の

｢

酥
香｣

故
事
と
元
白
の

｢

八
月
十
四
夜
翫
月｣

次
韻
唱
和
詩
に

つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
本
章
は
、
他
の
三
種
の
類
書
か
ら
見
出
し
た
白
居
易
の
逸
句
を
集
め
て
考
証
を
加
え
た
い
。

①

霧
重
不
勝
瓊
液
冷

雨
餘
惟
見
玉
容
低

霧
重

瓊
液
の
冷
き
に
勝
へ
ず
、
雨
余の

こ

り

惟
だ
玉
容
の
低た

る
る
を
見
ゆ

氷
肌
玉
骨
鍾
瓊
萼

雪
魄
蟾
魂
孕
秀
根

氷
肌
玉
骨

瓊
萼
を
鍾あ

つ

め
、
雪
魄
蟾
魂

秀
根
を
孕
む

＊
後
二
句
は

『

全
芳
備
祖』

前
集
巻
二

｢

花
部
・
牡
丹｣

の

｢

七
言
散
句｣

の
部
に
所
収
。
本
文
の
下
に

｢

白
楽
天｣

と
い
う
小
注

が
見
え
る
。
清
代
の

『

御
定
佩
文
齋
廣
羣
芳
譜』

巻
三
十
四

｢

花
譜
・
牡
丹
三｣

の

｢

詩
散
句｣

の
部
に
、
白
居
易
の
作
と
し
て

さ
ら
に
上
二
句
を
加
え
て
記
載
し
て
い
る
。
内
容
か
ら
み
る
と
、
原
作
は
冬
牡
丹
を
詠
じ
る
七
言
詩
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

②

杏
園
淡
泊
開
花
落

杏
園
淡
泊
と
し
て

開
花
落
つ

宋
代
私
撰
類
書
所
収
の
白
居
易
逸
文
考
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＊『

全
芳
備
祖』

巻
十

｢

花
部
・
杏
花｣

の

｢

七
言
散
句｣

の
部
に
所
収
。
本
文
の
下
に

｢

楽
天｣

と
い
う
小
注
が
見
え
る
。

③

銀
臺
南
畔
路

始
是
到
人
間

銀
台
南
畔
の
路
、
始
め
て
是
れ
人
間
に
到
る

＊『
海
録
碎
事』

巻
四
の
下

｢

樓
臺
門
・
銀
臺｣

所
収
、
本
文
の
下
に

｢

白
楽
天
詩｣

と
い
う
小
注
が
見
え
る
。
ま
た
、
北
宋
の
王

珪

(
一
〇
一
九
〜
一
〇
八
五
、
字
は
禹
玉)

の

｢

送
何
聖
從
龍
圖
將
漕
河
東｣

詩

[

四
庫
全
書
本

『

華
陽
集』

巻
三]

の
末
聯

｢

毎
下
銀
臺
南
畔
路
、
風
塵
那
復
舊
時
同｣

の
下
に
、｢

樂
天
、
銀
臺
南
畔
路
、
始
是
到
人
間｣

と
い
う
自
注
が
見
え
る
。

④

林
館
經
春
瑞
氣
浮

當
時
曽
約
相
車
遊

林
館

春
を
経
て
瑞
気
浮
か
び
、
当
時
曾
て
相
車
遊
を
約
す

＊『

海
録
碎
事』

巻
十
一
の
上

｢

宰
相
門
・
相
車｣

所
収
、
本
文
の
下
に

｢

白
楽
天｣

と
い
う
小
注
が
見
え
る
。『

古
今
合
璧
事
類
備

要』

後
集
巻
十
三

｢
相
車
遊｣

、『

翰
苑
新
書』

前
集
巻
三

｢

曾
約
相
車
遊｣

、『

古
今
事
文
類
聚
新
集』

[

元
・
富
大
用
撰]

巻
六

｢

左
右
丞
相｣

に
も
、
白
居
易
作
品
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
宋
の
劉
敞

｢

依
韻
和
致
政�
相
公
上
巳
約
遊
集
禧
觀
不

至｣
(

百
部
叢
書
集
成
本

『
公
是
集』

巻
二
十
三)

詩
に
、｢

琳●

館
經
春
瑞
氣
浮
、
當
時
會●

約
相
車
遊
。
仙
花
又
向
庭
中
落
、
宮
水

還�
苑
外
流
。
雲
路
空
思
攀
去
鶴
、
沙
堤
猶
憶
問
行
牛
。
明
年
三
月
芳
菲
在
、
須
把
蘭
亭�
事
脩｣

と
あ
る
。
首
聯
は
白
居
易
の

逸
句
に
酷
似
す
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
劉
敞
が
白
居
易
の
逸
句
を
借
用
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

(�)

。
ち
な
み
に
、
劉
敞
詩
の

｢

明
年

三
月
芳
菲
在｣

の
一
句
も
、
白
居
易
の
名
句
で
あ
る

｢

人
間
四
月
芳
菲
尽｣

(｢

大
林
寺
桃
花｣

、『

白
氏
文
集』

巻
十
六
、
〇
九
六

九)

を
踏
ま
え
て
い
る
。

⑤

剪�
裁
錦
一
重
重

剪�
裁
錦

一
重
重

＊『

古
今
事
文
類
聚』

後
集
巻
三
十
一

｢

花
卉
部
・
桃
花｣
所
収
。
本
文
の
下
に

｢

樂
天
千
葉
桃｣

と
注
し
て
い
る
。
ま
た
、『

全
芳

備
祖』

前
集
巻
八

｢

花
部
・
桃
花｣

の

｢

七
言
散
句｣
の
部
に
、｢

剪�
裁
錦
一
重
重

樂
天｣

、
明
・
彭
大
翼

『

山
堂
肆
考』

(

四
庫
全
書
本)

巻
一
百
九
十
八

｢

剪�
裁
錦｣

条
に
、｢

白
樂
天
千
葉
桃
詩

剪�
裁
錦
一
重
重｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。

五

宋
代
類
書
の
研
究
価
値

今
回
は
、『

海
録
碎
事』

・『

錦
繍
万
花
谷』

・『

古
今
事
文
類
聚』

・『

全
芳
備
祖』
と
い
う
四
つ
の
類
書
を
取
り
上
げ
て
白
居
易
の
散

�
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逸
詩
文
の
輯
録
を
試
み
た
。
調
査
の
結
果
、
白
居
易
の

｢

酥
香｣

故
事
と
元�
に
応
酬
し
た

｢

八
月
十
四
日
翫
月｣

次
韻
詩
、
ま
た
逸

句
五
首
と
合
わ
せ
て
七
つ
の
散
逸
作
品
を
発
見
す
る
に
至
っ
た
。
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、
今
後
の

『

白
氏
文
集』

補
遺
巻
の

増
補
に
と
っ
て
有
益
な
材
料
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
逸
詩
句
は
、
全
て

『

全
唐
詩』

や

『

全
唐
詩
補
編』

に
も
言
及
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、『

全
唐
詩』

の
補
遺
に
も
役
立
つ
も
の
と
考
え
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
散
逸
詩
文
を
漏
れ
な
く
網
羅
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
詩
人
別
集
の
完
成
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

散
逸
詩
文
の
発
見
に
よ
っ
て
、
従
来
不
明
瞭
で
あ
っ
た
詩
人
及
び
そ
の
周
辺
人
物
の
動
静
を
、
は
じ
め
て
把
握
で
き
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
。
本
稿
の
冒
頭
に
も
言
及
し
た
静
永
氏
に
よ
る
白
居
易
の
逸
詩

｢

任
氏
行｣

に
対
す
る
一
連
の
研
究
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。

今
回
は
紙
幅
の
都
合
上
、
発
見
し
た
逸
詩
文
に
対
し
て
は
、
真
偽
を
め
ぐ
る
考
証
に
止
ま
り
、
文
字
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
意
図
や

創
作
背
景
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
考
証
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
白
居
易
の

｢

酥
香｣

の

｢

能
道
人
意
中

語｣

の
一
文
は
、
以
下
に
掲
げ
る
南
宋
初
期
の
張
戒

(

？
〜
一
一
六
〇
？)

の

『

歳
寒
堂
詩
話』

(

百
部
叢
書
集
成
本)

巻
上
に
繰
り

返
さ
れ
て
い
る

｢

道
得
人
心
中
事｣
と
い
う
評
語
と
、
如
何
な
る
繋
が
り
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
従
来
の
白
居
易
研
究

に
殆
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
今
後
の
研
究
に
お
い
て
、
興
味
深
い
材
料
で
あ
る
こ
と
は
違
い
な
い
。

△

元
白
張
籍
詩
、
皆
自
陶

(

淵
明)
阮

(
籍)

中
出
、
専
以
道
得
人
心
中
事
爲
工
、
本
不
以
格
卑
。

△

張
司
業
詩
與
元
白
一
律
、
専
以
道
得
人
心
中
事
爲
工
。

△

元
白
張
籍
王
建
樂
府
、
専
以
道
得
人
心
中
事
爲
工
。

ま
た
、
確
か
に
宋
代
類
書
に
は
多
く
の
誤
謬
が
存
在
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
に
お
い
て
も
数
多
く
の
誤
収
や
異
文
を
目
に
し
た
。

し
か
し
、
宋
代
に
お
け
る

『

白
氏
文
集』

の
伝
播
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
高
価
で
大
部
な
由
緒
正
し
い
白
居
易
の
大
集
よ
り
、
恐
ら
く

類
書
に
お
け
る
抄
書
を
通
じ
て
白
居
易
詩
文
と
接
触
し
た
文
人
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う

(�)
。
だ
と
す
れ
ば
、
現
在
我
々
が
歯
牙
に
も
か
け

な
い
類
書
中
の
誤
収
誤
写
は
、
む
し
ろ
宋
代
文
人
た
ち
が
一
般
に
目
に
し
た
白
居
易
詩
文
の
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
こ
れ
ら
の
詩
文
に
基
づ
き
、
宋
代
に
お
け
る
一
般
文
人
の
白
居
易
詩
人
像
が
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
と
も
言
え
る
。
こ
う
考
え

る
と
、
宋
代
類
書
、
特
に
敏
感
に
読
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
改
編
を
重
ね
て
出
版
さ
れ
た
私
撰
類
書
は
、
ま
だ
十
分
に
研
究
価
値
が

あ
る
と
言
え
よ
う
。

宋
代
私
撰
類
書
所
収
の
白
居
易
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注

(
１)

『

影
印
文
淵
閣
四
庫
全
書』

本
所
収
各
本
の
提
要
に
よ
る
。

(

２)
『

錦
繍
万
花
谷』

前
集
巻
十
七

｢

美
人｣

所
収
の
逸
句
は
次
の
通
り
、｢

蘭
膏
新
沐
雲
鬢
滑
、
寶
釵
斜
墜
青
絲
髪｣

｢

襌
髪
尚
隨
雲
勢
動
、

素
衣
猶
帶
月
光
來｣

。
陳
尚
君『

全
唐
詩
続
拾』

(『

全
唐
詩
補
編』

中
華
書
局
、
一
九
九
二
年)

巻
二
八
に
白
居
易
の
逸
句
と
し
て
収
録
。

ま
た
、
朱
金
城

『

白
居
易
集
箋
注』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年)

に

『

千
載
佳
句』

よ
り
同
詩
の

｢

臙
脂
漠
漠
桃
花
淺
、
青�

微
微
柳
葉
新｣
と

｢

玉
爪
蒼
鷹
雲
際
滅
、
素
牙
黄
犬
草
頭
飛｣

の
二
聯
を
収
録
し
た
。
謝
思�『

白
居
易
詩
集
校
注』

(

中
華
書
局
、
二

〇
〇
六
年)

に
は
こ
の
四
聯
す
べ
て
を
補
入
す
る
。

(

３)

静
永
健

｢

白
居
易
の
青
春
と
徐
州
、
そ
し
て
女
妖
任
氏
の
物
語｣

(

九
州
大
学
中
国
文
学
会

『

中
国
文
学
論
集』

第
三
十
五
号
、
二
〇
〇

六
年)

及
び
同
氏

｢

白
居
易

｢

任
氏
行｣

考｣
(

九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院

『

文
学
研
究』

第
一
〇
四
輯
、
二
〇
〇
七
年)

。

(

４)

近
刊
の
謝
思�
氏
の
校
注
本
に
お
い
て
も
、
陳
尚
君
氏
が
発
見
し
た

｢

任
氏
行｣

の
残
句
を
採
用
し
た
こ
と
を
除
け
ば
、
宋
代
の
私
撰

類
書
を
輯
佚
資
料
と
し
て
使
用
し
て
い
な
い
。
な
お
、『

白
氏
文
集』

補
遺
巻
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
、
花
房
英
樹

『

白
氏
文
集
の
批
判

的
研
究』

(

彙
文
堂
、
一
九
六
〇
年)
及
び
静
永
健｢

謝
思�『
白
居
易
詩
集
校
注』

の
刊
行
を
賀
す｣

(『

白
居
易
研
究
年
報』

第
八
号
、

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年)

を
参
照
。

(

５)

本
稿
で
取
り
上
げ
た
類
書
は
、
基
本
的
に

『
影
印
文
淵
閣
四
庫
全
書』

本
を
底
本
と
し
て
使
用
す
る
。
ま
た
、
次
の
各
本
を
参
照
し
た

が
、
異
同
が
な
い
限
り
、
特
別
に
標
示
し
な
い
。
①
影
印
宋
刻
本

『

錦
繍
万
花
谷』

(

北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
73
、
書
目
文
献
出
版

社
。
本
文
に
宋
刻
本
と
称
す)

②
影
印
明
嘉
靖
刻
秦�
本

『

錦
繍
万
花
谷』

(

上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
附
引
書
索
引
。
本
文

に
嘉
靖
本
と
称
す)

③
影
印
元
刻
本

『

新
編
古
今
事
文
類
聚』

[
付
元
・
富
大
用
撰

｢

古
今
事
文
類
聚
新
集｣]

(

書
目
文
献
出
版
社
、
一

九
九
一
年)

④
影
印
萬
暦
戊
戌
年
刻
本

『

海
録
碎
事』

(

新
興
書
局
、
一
九
六
九
年
、
附
索
隱)

⑤
影
印
明
天
啓
鐘
秀
刻
本

『

類
説』

(

北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
62
、
書
目
文
献
出
版
社)

⑥
影
印
明
鈔
本

『

新
編
翰
苑
叢
書』

(

北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
74
、
書
目

文
献
出
版
社)

(

６)

芳
村
弘
道
氏
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
日
本
に
は
宋
刻
本
よ
り
優
れ
た
宋
版
本
が
存
在
し
て
い
る
。
だ
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
前
集
巻
十

七
と
後
集
巻
一
に
つ
い
て
は
、
諸
宋
版
本
は
欠
落
し
て
い
る
の
で
、
今
回
は
、
そ
れ
ら
を
使
用
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
書
目
文
献
出
版
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社
影
印
宋
刻
本
の
、
前
集
巻
九
、
十
、
二
十
、
二
十
六
〜
二
十
八
、
三
十
、
三
十
四
、
そ
し
て
後
集
總
目
、
巻
一
、
三
十
八
〜
四
十
は

明
刻
本
に
よ
っ
て
補
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
い
考
証
は
、
芳
村
弘
道

｢

本
邦
伝
来
の
宋
版

『

錦
繍
万
花
谷』｣

(

中
国
芸
文
研
究
会

『
学
林』

第
二
十
三
号
、
一
九
九
六
年
。
ま
た
同
氏

『

唐
代
の
詩
人
と
文
獻
研
究』

[

朋
友
書
店
、
二
〇
〇
七
年]

所
収)

を
参
照
。
な

お
、『
錦
繍
万
花
谷』

序
文
に
言
及
し
た

｢

烏
江
蕭
恭
父
、
河
南
胡
恪｣

と
い
う
二
人
の
人
物
に
つ
い
て
、
提
要
に

｢

不
知
何
許
人｣

と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
明
・
張
国
維
撰

『

呉
中
水
利
全
書』

(

四
庫
全
書
本)

巻
十
九
に
、｢

乾
道
二
年

[

一
一
六
六]

、
轉
運
副
使
姜
銑
開

波
大
港
、
即
顧
會
浦
以
入
江
。
前
進
士
胡
恪
隨
司
門
員
外
郎
李
公
傅
相
度
開
修
三
江｣

、
明
・
張
内
蘊
、
周
大
韶
撰

『

三
呉
水
考』

(

四

庫
全
書
本)
巻
十
五
に
、｢

景
定
三
年

[

一
二
六
二]

胡
恪
、
進
士
、
開
修
三
江
水�｣
と
い
う
記
載
が
見
え
る
。
よ
っ
て
、
胡
恪
は
生

涯
呉
中
の
水
利
事
業
に
取
り
組
ん
だ
人
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

『

錦
繍
万
花
谷』

は
、
蘇
州
で
刊
刻
し
た

も
の
と
推
測
で
き
る
。

(

７)
｢

微
之
到
通
州
日
、
授
館
未
安
、
見
塵
壁
間
有
數
行
字
、
讀
之
、
即
僕
舊
詩
、
其
落
句
云
、
緑
水
紅
蓮
一
朶
開
、
千
花
百
草
無
顏
色
。
然

不
知
題
者
何
人
也
。
微
之
吟
歎
不
足
、
因
綴
一
章
、
兼
録
僕
詩
本
同
寄
。
其
詩
乃
是
十
五
年
前
初
及
第
時
、
贈
長
安
妓
人
阿
軟
絶
句
。

緬
思
往
事
、
杳
若
夢
中
。
懐
舊
感
今
、
因
酬
長
句｣

、｢

十
五
年
前
似
夢
遊
、
曾
將
詩
句
結
風
流
。
偶
助
笑
歌
嘲
阿
軟
、
可
知
傳
誦
到
通

州
。
昔
教
紅
袖
佳
人
唱
、
今
遣
青
衫
司
馬
愁
。
惆
悵
又
聞
題
處
所
、
雨
淋
江
館
破
牆
頭｣

。
な
お
、
本
稿
に
引
用
し
た
白
居
易
詩
は
、
四

部
叢
刊
所
收
那
波
本

『

白
氏
文
集』

を
も
と
に
、
適
宜
諸
本
を
参
照
し
、
作
品
番
号
は
花
房
英
樹

『

白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究』

に
よ

る
。
元�
の
詩
文
は
、
冀
勤
校
点

『

元�
集』

(
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年)

、
作
品
番
号
は
花
房
英
樹

『

元�
研
究』

(

彙
文
堂
、
一
九

七
七
年)

に
よ
る
。

(

８)

宋
代
文
人
は
し
ば
し
ば

『

白
氏
文
集』

を
白
楽
天
集
と
略
称
す
る
。
例
え
ば
、『

宋
史』

巻
二
百
九
十
八

｢

李
及
伝｣

に
、｢

(

李
及)

居
官
數
年
、
未
嘗
市
呉
物
、
比
去
、
唯
市
白
樂
天
集｣

と
い
う
記
載
が
見
え
る
。
花
房
氏
は
、
こ
の
白
楽
天
集
は
杭
州
刊
本
の
一
種
で

あ
る
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
る
。
前
掲
注(

４)

花
房
氏
著
作
を
参
照
。
た
だ
し
、
李
及
が
見
た｢

白
楽
天
集｣

が
、『

錦
繍
万
花
谷』

の
引
書
と
同
一
版
本
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
断
定
で
き
な
い
。

(

９)
｢

酥
香｣

条
下
の
注
は
、
嘉
靖
本
に

｢

同
楽
天
集｣

に
作
る
。
た
だ
し
、
明
嘉
靖
本
に

｢

阿
軟｣

条
の
下
に
注
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、｢

真
真｣

と

｢

愛
愛｣

の
二
条
が
脱
落
し
て
い
る
。
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(
10)

王
仲�

『

唐
詩
紀
事
校
箋』

(

巴
蜀
書
社
、
一
九
八
九
年)

巻
六
十
九

｢

羅�｣

に
、｢�
詞
藻
富
贍
、
與
宗
人
隱
・�
齊
名
。
咸
通
乾

符
中
、
時
號
三
羅
。
廣
明
庚
子
亂
後
、
去
從�
州
李
孝
恭
。
籍
中
有
杜
紅
兒
者
、
歌
常
爲
副
戎
屬
意
。
副
戎
聘
鄰
道
、�
請
紅
兒
歌
而

贈
之�
綵
。
孝
恭
以
副
戎
所�
、
不
令
受
所�
。�
怒
、
拂
衣
而
起
。
詰
旦
、
手
刃
紅
兒
。
既
而
思
之
、
乃
作
絶
句
百
篇
、
以
追
其
冤
。

號
比
紅
詩
、
盛
行
於
時
。｣

と
あ
る
。

(

11)
『

記
纂
淵
海』

巻
三
十
九

｢

人
倫
部
・
女｣

に
、｢

張
氏
有
處
子
酥
香
、
見
才
人
所
爲
歌
曲
、
悉
能
諷
之
。
麗
情
集｣

と
あ
り
、『

宋
詩
紀

事』
(

銭
鍾
書

『

宋
詩
紀
事
補
正』

、
遼
寧
人
民
出
版
社
・
遼
海
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年)

巻
二
十
三

｢

徐
積
・
愛
愛
歌｣

の
注
に
、

｢

麗
情
集
、
楊
愛
愛
、
錢
唐
娼
女
也
。
垂
髫
喜
歌
舞
。
初
學
胡
琴
、
數
曲
遂
通
他
調
。
七
月
七
日
、
泛
舟
西
湖
採
荷
香
。
爲
金
陵
少
年
張

逞
所
調
、
相
攜
潛
遁
、
旅
於
京
師
。
逾
年
、
逞
爲
父
捕
去
、
愛
留
巷
中
。
好
事
者
百
計
圖
之
不
可
得
。
念
逞
之
勤
、
感
疾
而
亡
。｣

と
あ

る
。

(

12)

宋
・
趙
希
弁
撰

『

郡
齋
讀
書
後
志』

(

廣
文
書
局
、
一
九
六
七
年)

巻
二
、｢

麗
情
集
二
十
巻
右
皇
朝
張
君
房
唐
英
編
古
今
情
感
事｣

と
あ
り
、
ま
た
宋
・
王�『
黙
記』
(
百
部
叢
書
集
成
本)

巻
下
に
、｢

張
君
房
、
字
允
方
、
安
陸
人
。
仕
至
祠
部
郎
中
、
集
賢
校
理
。

年
八
十
餘
卒
。
平
生
喜
著
書
、
如
雲
笈
七
籖
・
乘
異
記
・
麗
情
集
・
科
名
定
分
録
・
潮�
・��
之
類
甚
衆
。
知
杭
州
錢
唐
、
多
刋
作

大
字
板
、
携
歸
印
行
於
世
。｣

と
あ
る
。

(

13)

程
毅
中

｢『

麗
情
集』

考｣
(『

文
史』

第
十
一
輯
、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年)

を
参
照
。
ま
た
、『

類
説』

巻
二
十
九

｢

麗
情
集｣

所

収
の
編
目
は
以
下
の
通
り
。｢

烟
中
仙
・
崔
徽
・
灼
灼
・
燕
子
樓
・
無
雙
仙
客
・
蓮
花
妓
・
蜀
妓
薛
濤
・
愛
愛
・
酥
香
・
燕
女
墳
・
泰
娘
・

張
好
好
・
湖
州
髫
髻
女
・
三
卿
・
題�
陵
廟
詩
・
贈
妓
詩
・
文
宗
詩
・
非
烟
・
薛
瓊
瓊
・
柳
枝
娘
・
趙��
・
琴
客
・
香
兒
・
余
媚
娘｣

(

14)
｢

愛
愛
、
姓
楊
氏
、
錢
唐
娼
女
也
。
七
夕
泛
舟
西
湖
採
荷
香
。
爲
金
陵
少
年
張
逞
所
調
、
相
攜
潛
遁
於
京
師
。
逾
二
年
、
逞
爲
父
捕
去
、

後
或
傳
逞
已
卒
。
致
愛
愛
感
念
而
亡
。
小
婢
錦
児
出
其
故
繍
手
籍
香
嚢
纈
履
、
郁
然
如
新
。｣

(

15)

諸
田
龍
美

｢『

元
微
之
崔
鴬
鴬
商
調
蝶
恋
花
詞』

訳
注

(

下)｣
(『

愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集』

人
文
学
科
編
一
八
、
二
〇
〇
五
年)

を

参
照
。
な
お
、
同
訳
註
の

(

上)

は
、
同
誌
一
七
に
収
録
。

(

16)

前
掲
注

(

６)

芳
村
論
文
を
参
照
。
ま
た
、
宋
代
の

『

太
平
広
記』

や

『
麗
情
集』

な
ど
小
説
類
の
書
物
に
は
、
原
作
者
を
明
記
し
な

い
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
混
乱
を
招
く
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
宋
・
沈
括

『

夢
渓
筆
談』

(

叢
書
集
成
本)

巻

�
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十
四
に
、｢

楊
大
年
因
奏
事
論
及
比
紅
児
詩
、
大
年
不
能
對
、
甚
以
爲
恨
。
遍
訪
比
紅
児
詩
、
終
不
可
得
。
忽
一
日
、
見
鬻
故
書
者
有
一

小
編
。
偶
取
視
之
、
乃
比
紅
児
詩
也
。
自
此
士
大
夫
始
多
傳
之
。
予
按
、�

言
比
紅
児
詩
乃
羅�
所
爲
、
凡
百
篇
。
蓋
當
時
但
傳
其
詩
、

而
不
載
名
氏
。
大
年
亦
偶
忘�
言
所
載｣

と
い
う
記
事
が
窺
え
る
。

(

17)

前
掲
注

(

４)

花
房
氏
著
作
を
参
照
。

(

18)
『

白
氏
文
集』

に
九
例
を
数
え
る
。
平
岡
武
夫
・
今
井
清
編

『

白
氏
文
集
歌
詩
索
引』

(

同
朋
舎
、
一
九
八
九
年)

を
参
照
。
ま
た
、

｢

取
次｣
の
解
釈
は
、
江
藍
生
・
曹
広
順
編
著

『

唐
五
代
語
言
詞
典』

(

上
海
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年)

を
参
照
。

(

19)
『

歳
時
雑
詠』
巻
三
十

｢

中
秋｣

に
所
収
の
白
居
易
詩
は
、｢

中
秋
月｣

(『

白
氏
文
集』

巻
十
六
・
〇
九
九
三)

、｢

中
秋
夜�
亭
翫
月｣

(

原
題

｢

八
月
十
五
日
夜�
亭
翫
月｣

『

白
氏
文
集』

巻
十
七
・
一
〇
六
九)

、｢

答
夢
得
中
秋
翫
月
見
寄｣

(『

白
氏
文
集』

巻
六
十
四
・

三
〇
九
九)

、｢

中
秋
夜
同
諸
客
翫
月｣

(

原
題

｢

八
月
十
五
日
同
諸
客
翫
月｣

『

白
氏
文
集』

巻
六
十
五
・
三
一
八
二)

、｢

次
韻｣

(

未
収

録)

の
五
首
で
あ
る
。

(

20)

沈
徳
潜

『

説
詩�
語』

(

霍
松
林
校
本
、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年)

巻
下
に
、｢

古
人
同
作
一
詩
、
不
必
同
韻
。
即
同
韻
、
亦

在
一
韻
中
、
不
必
句
句
次
韻
也
。
自
元
白
創
始
、
而
皮
陸
倡
和
、
又
加
甚
矣
。｣

と
あ
る
。

(

21)

例
え
ば
、
現
存
唯
一
の
唐
鈔
本
元
白
詩
巻
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
国
立
博
物
館
所
蔵

『

敦
煌
本
元
白
詩
抄』

(

通
称

『

白
香
山
詩
集』)

に
お

い
て
、
そ
の
和
韻
詩
の
詩
題
が
次
の
よ
う
に
省
略
さ
れ
て
い
る
。
白
居
易

｢

寄
元
九
微
之｣

(『

白
氏
文
集』

巻
九
・
〇
四
二
一

｢

初
與

元
九
別
後
。
忽
夢
見
之
。
及
寤
而
書
適
至
。
兼
寄
桐
花
詩
。
悵
然
感
懐
。
因
以
此
寄｣)

・
元�｢
和
楽
天
韻
同
前｣

(『

元
氏
長
慶
集』

巻
六
・
〇
一
一
四

｢

酬
楽
天
書
懐
見
寄｣)

。
よ
っ
て
、
本
集
と
唱
和
詩
巻
と
の
詩
題
の
書
き
方
が
異
な
る
こ
と
が
窺
え
る
。
太
田
次
男

｢

フ
ラ
ン
ス
国
立
博
物
館
所
蔵

『

敦
煌
本
元
白
詩
鈔』

に
つ
い
て｣

(

同
氏

『

空
海
及
び
白
楽
天
の
著
作
に
係
わ
る
注
釈
書
類
の
調
査
研

究』

、
二
〇
〇
七
年
、
勉
誠
出
版)

を
参
照
。

(

22)
｢

閑
人｣

と
は
、
唐
代
の
俗
語
で
、｢

仕
事
が
な
い
暇
な
人｣

と
い
う
意
味
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
前
掲
注(

18)
『

唐
五
代
語
言
詞
典』

を
参
照
。
ま
た
、
白
居
易
は
し
ば
し
ば
こ
れ
を

｢

忙
人｣

(

仕
事
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
人)

の
反
対
語
と
し
て
使
う
。
例
え
ば
、

｢

閑

行｣
(『

白
氏
文
集』

巻
五
十
五
・
二
五
三
八)

に
、｢

五
十
年
來
思
慮
熟
、
忙
人
應
未
勝
閑
人｣

。
本
唱
和
詩
の
詩
意
を
踏
ま
え
る
と
、

こ
の
一
聯
か
ら
、｢

た
と
え
美
女
が
目
の
前
に
居
て
も
、
我
々
の
よ
う
な
官
位
も
な
い
、
お
金
も
な
い
人
に
相
手
に
し
て
く
れ
る
は
ず
が
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な
い
で
し
ょ
う｣

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
読
み
取
れ
る
。

(
23)

唐
末
や
宋
代
に
、
前
人
の
詩
句
を
自
分
の
詩
に
嵌
め
込
む
と
い
う
風
潮
が
あ
っ
た
。
宋
・
葛
立
方
撰『

韻
語
陽
秋』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
四
年)

に
、｢

張�
詩
云
、
故
國
三
千
里
、
深
宮
二
十
年
。
杜
牧
賞
之
、
作
詩
云
、
可
憐
故
國
三
千
里
、
虚
唱
歌
詞
満
六
宮
。
故

鄭
谷
云
、
張
生
故
國
三
千
里
、
知
者
惟
應
杜
紫
微
。
諸
賢
品
題
如
是
、�
之
詩
名
安
得
不
重
乎
。
其
後
有
解
道
澄
江
静
如
練
、
世
間
惟

有
謝
玄
暉
。
解
道
江
南
斷
腸
句
、
世
間
惟
有
賀
方
回
等
語
、
皆
祖
其
意
也｣

。
こ
の
よ
う
に
、
巧
み
に
前
人
或
い
は
同
時
代
の
詩
人
の
名

句
を
自
分
の
詩
に
象
嵌
す
る
こ
と
は
、
才
学
を
誇
示
す
る
一
手
段
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宋
代
に
お
け
る
類
書
の
流
行
も
、

こ
の

｢

以
才
学
為
詩｣

の
傾
向
と
関
連
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
慈
波

｢

宋
詩
与
類
書
之
関
係｣

(『�
陵
師
範
学
院
学
報』

、
二
〇

〇
五
年
第
六
期)
を
参
照
。

(

24)

例
え
ば
、
宋
・
樓
鑰

『
攻�
集』

(

四
部
叢
刊
本)

巻
四

｢

跋
龍
眠
二
馬｣

に
、｢

余
家
蔵
白
氏
長
慶
集
久
矣
。
近
又
得
呉
門
大
字
本
者
。

周
伯
範
欲
得
舊
本
、
以
所
蔵
龍
眠
二
馬
遺
余
。
古
有
妾
換
馬
者
、
以
書
換
馬
者
、
自
攻�
始
博
一
笑
。｣

と
あ
り
、
周
伯
範
が
名
馬
で
あ

る
龍
眠
を
も
っ
て

『

白
氏
長
慶
集』
と
物
々
交
換
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
も
、
旧
本
の

『

白
氏
文
集』

が
決
し
て

一
般
文
人
が
容
易
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
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